
市
役
所
の
一
般
窓
口
業
務

は
、

月

日

ま
で
行
い
ま

す
。年

末
は
大
変
混
み
合
い
ま
す

の
で
、
手
続
き
は
で
き
る
だ
け

早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
始
は
来
年
１
月
７

日

か
ら
業
務
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
証
明
書
自
動
交
付
機

に
つ
い
て
は
、

月

日

か

ら
来
年
１
月
４
日

ま
で
休
止

し
ま
す
。

印
鑑
登
録
証
明
書
が

年
内
に
必
要
な
方

月

日
ま
で
に
申
請
を

新
し
く
印
鑑
登
録
を
し
て
、

年
内
に
印
鑑
登
録
証
明
書
が
必

要
な
方
は
、

月

日

ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

印
鑑
登
録
の
申
請
を
す
る
と

照
会
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

日
を
過
ぎ
て
申
請
を
す
る

と
、
年
末
の
郵
便
事
情
に
よ
っ

て
、
年
内
に
印
鑑
登
録
証
明
書

を
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
本
人
が
申
請
を
し

て
、
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ

ー
ト
な
ど
を
提
示
す
る
と
、
手

続
き
と
同
時
に
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

市
民
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１
６
４
、

０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
３

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

年
末
年
始
（

月

日

来
年
１
月
８
日

）
の
家
庭
ご
み
収
集

日
程
は
、
表
の
と
お
り

特
別
収
集
と
な
り
ま

す
。年

始
初
回
の
収
集
日

は
、
地
区
別
に
定
め
て

い
ま
す
。

市
政
だ
よ
り
と
同
時

に
配
付
す
る

年
末
年

始
の
ご
み
・
資
源
の
収

集
に
つ
い
て

の
裏
面

日
程
表
を
よ
く
確
か
め

て
、
当
日
の
午
前
９
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。大

型
ご
み
の
受
付

大
型
ご
み
の
受
付
は
、

月

日

ま
で
で
、
年
始
は
１
月

６
日

か
ら
で
す
。

月
中
の
受
付
で
は
、
年
内

の
収
集
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
先

大
型
ご
み
受
付

セ
ン
タ
ー

０
７
２（
９
６
２
）

５
３
７
４
、
０
７
２（
９
６
２
）

１
６
７
３

焼
却
工
場
へ
の

直
接
持
ち
込
み

家
庭
ご
み
や
大
型
ご
み
の
東

大
阪
都
市
清
掃
施
設
組
合
へ
の

直
接
持
込
み
（
十

に
つ
き

九
十
円
）
は
、

月

日

午

後
４
時
ま
で
で
す
。

◇
問
合
先

東
大
阪
都
市
清

掃
施
設
組
合

０
７
２
（
９

６
２
）
６
０
２
１
、

０
７
２

（
９
６
２
）
６
１
２
５

◇

◇

◇
問
合
先

東
部
環
境
事

業
所

０
７
２（
９
８
４
）８
０

０
５

中
部
環
境
事
業
所

０
７
２
（
９
６
３
）
３
２
１
０

西
部
環
境
事
業
所

０
６

（
６
７
２
２
）２
９
９
４

北

部
環
境
事
業
所

０
６
（
６
７

８
９
）
１
８
５
１

環
境
事

業
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
２
０
０
、

０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
１
８

資源（ペットボトルなど）の収集日程表
資源の分別収集が始まった地域のみ

プラスチック製容器包装の収集

区 分
月曜日の
収集地域

火曜日の
収集地域

木曜日の
収集地域

金曜日の
収集地域

年末の最終日 月 日 月 日 月 日 月 日

年始の開始日 １月６日 １月８日 １月５日 １月７日

ペットボトルの収集

区 分
第１・３水曜日の
収集地域

第２・４水曜日の
収集地域

年末の最終日 月 日 月 日

年始の開始日 １月 日 １月９日

プラスチック製容器包装の収集

区 分
月曜日の
収集地域

火曜日の
収集地域

木曜日の
収集地域

金曜日の
収集地域

年末の最終日 月 日 月 日 月 日 月 日

年始の開始日 １月６日 １月８日 １月５日 １月７日

ペットボトルの収集

区 分
第１・３水曜日の
収集地域

第２・４水曜日の
収集地域

年末の最終日 月 日 月 日

年始の開始日 １月 日 １月９日

※資源の収集については、北部環境事業所（資源化チーム）
または循環社会推進課 へ、お問い合わせください。

日

９
月
上
旬

市
の
天
然
記
念
物

ヒ
ト
モ
ト
ス
ス
キ

が
秋
の

訪
れ
を
告
げ
る

月

日

市
民
健
康
ま
つ
り

開
催

日

野
田
新
市
長
が
初

登
庁月

４
日

市
立
日
新
高
等
学

校
ラ
グ
ビ
ー
部
が
創
部
三
年
目

で
府
大
会
準
決
勝
進
出

日

キ
キ
ョ
ウ
・
フ
ェ

ス
タ
開
催

７
月
上
旬

府
の
天
然
記
念
物

７
月
上
旬

府
の
天
然
記
念
物

原
始
ハ
ス

が
咲
き
誇
る

原
始
ハ
ス

が
咲
き
誇
る

８
月
６
日

市
職
員
に
よ
る
打

８
月
６
日

市
職
員
に
よ
る
打

ち
水
を
始
め
る

ち
水
を
始
め
る

国
際
物
理
オ
リ

国
際
物
理
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク

で
金
メ
ダ
ル
に
輝

ン
ピ
ッ
ク

で
金
メ
ダ
ル
に
輝

い
た

倉
理
さ
ん
に
市
長
賞
詞

い
た

倉
理
さ
ん
に
市
長
賞
詞

授
与
授
与

メ
ッ
セ
東
大
阪
を
東
京
で
開
催

６
月
２
日

市
民
環
境
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
開
催

１
月
７
日

全
国
高
等
学
校
ラ

１
月
７
日

全
国
高
等
学
校
ラ

グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
決

グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
決

勝

東
海
大
仰
星
が
七
大
会
ぶ

勝

東
海
大
仰
星
が
七
大
会
ぶ

り
に
優
勝

り
に
優
勝

８
日

成
人
祭
開
催

８
日

成
人
祭
開
催

２
月
１
日

ま
ち
づ
く
り
の
新

２
月
１
日

ま
ち
づ
く
り
の
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

市
制
施
行

た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

市
制
施
行

四
十
周
年
記
念
式
典

四
十
周
年
記
念
式
典

３
月

日

全
日
本
学
生
児

３
月

日

全
日
本
学
生
児

童
発
明
く
ふ
う
展

で
恩
賜
記

童
発
明
く
ふ
う
展

で
恩
賜
記

念
賞
に
選
ば
れ
た
萩
村
和
茂
さ

念
賞
に
選
ば
れ
た
萩
村
和
茂
さ

ん
に
市
長
賞
詞
授
与

ん
に
市
長
賞
詞
授
与

４
月

日

植
樹
祭
開
催

４
月

日

植
樹
祭
開
催

５
月

日

ふ
れ
あ
い
祭
り
開

５
月

日

ふ
れ
あ
い
祭
り
開

催

三
十
回
を
記
念
し
て
石
見

催

三
十
回
を
記
念
し
て
石
見

神
楽
を
公
演

神
楽
を
公
演

、

日

モ
ノ
づ
く
り

、

日

モ
ノ
づ
く
り

を
全
国
に
発
信

も
う
か
り

を
全
国
に
発
信

も
う
か
り

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま

し
た
。

市
制
施
行
四
十
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た

今
年
一
年
を
、
市
の
取
組
み
と
と
も
に
振
り
返

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

※大型マンション（コンテナによる収集）の年始の収集は別途チラシ
でお知らせします。

家庭ごみ収集日程表

区 分 月・木曜日
の収集地域

火・金曜日
の収集地域

年末の最終日 月 日 月 日

年始の開始日 ※ 年末年始のごみ・資源の収集につい
て の裏面日程表でご確認ください。

区 分 月・木曜日
の収集地域

火・金曜日
の収集地域

年末の最終日 月 日 月 日

年始の開始日 ※ 年末年始のごみ・資源の収集につい
て の裏面日程表でご確認ください。

かん・びん収集日程表

区 分 月・木曜日
の収集地域

火・金曜日
の収集地域

年末の最終日 月 日 月 日
年始の開始日 １月 日 １月９日

区 分 月・木曜日
の収集地域

火・金曜日
の収集地域

年末の最終日 月 日 月 日
年始の開始日 １月 日 １月９日

不燃の小物収集日程表

区 分 月・木曜日
の収集地域

火・金曜日
の収集地域

年末の最終日 月 日 月 日
年始の開始日 １月９日 １月 日

区 分 月・木曜日
の収集地域

火・金曜日
の収集地域

年末の最終日 月 日 月 日
年始の開始日 １月９日 １月 日



大商大シンポジウム 囲碁と人間の幸せ
日韓プロ棋士と囲碁研究者の講演とパ

ネルディスカッションを開催。 とき
来年２月 日 午後１時 分 ５時 分
ところ 大阪商業大学蒼天ホール ※く
わしくは大学ホームページ（

） 申込・
問合先 アミューズメント産業研究所
（ ）
パステル小阪子育てサポート倶楽部
とき 月 日 、来年１月 日 午
前 時 分 時 分 ところ 小阪公
民分館 対象 子育て中の母親 費用
資料代 円 申込・問合先 岩田
（ ）

花園地学教養講座
上町台地一帯の地形や史跡を見て歩き

ます。 とき 来年２月２日 午前 時
午後４時 費用 円 申込方法

花園高校のホームページ（
）に掲載の申

込用紙に記入しファクスで 申込・問合
先 花園高校 芝川 （ ） 、

（ ）

大商大シンポジウム 囲碁と人間の幸せ

パステル小阪子育てサポート倶楽部

花園地学教養講座

精神障害者家族会
とき 月 日 午後１時 ところ
東大阪さつき会事務局（岩田町３）
【勉強会 病気と薬について 】
とき 来年１月 日 午後３時 ５時
ところ 市民会館５会議室 内容 くす
の木クリニック医師・田川精二さんの講
演

◇ ◇
申込・問合先 東大阪さつき会事務局
（ ）

冬の野鳥と自然観察
近鉄 瓢 山駅 から心合寺山古墳ま
での片道５ を観察しながら歩きます
（帰りはバスも可）。 とき 来年１月
日 ※近鉄 瓢 山駅 南口広場に
午前９時集合 費用 大人 円、子ど
も 円 ※防寒具、弁当、飲み物、雨
具、あれば双眼鏡も持参 問合先 枚岡ネ
イチャークラブ 原田 （ ）
池島自然観察会 動物園と野鳥のお話
とき 月 日 ※池島高校正門前
に午後１時 分集合 内容 池島の野外
観察と天王寺動物園獣医師・榊原安昭さ
んのお話 費用 資料代 円 問合先
カワセミ楽会 堀江 （ ）

精神障害者家族会

冬の野鳥と自然観察

池島自然観察会 動物園と野鳥のお話

着物リメイク体験教室
とき 来年１月 日 午後１時 ３時
ところ 夢広場（布施駅前） 申込方法
往復ハガキに行事名、住所、氏名、電話
番号を書いて郵送 申込・問合先 〒

客坊町 和田 （ ）

城東工業高校定時制の閉課程式典
平成 年度に終了する府立城東工業高
校定時制の卒業式や懇親会を開催。 と
き 来年３月１日 午後４時 分 費
用 懇親会のみ 円（ 月 日 ま
でに申込み） ところ・申込・問合先
城東工業高校（定時制） （ ）

クリスマスミニイベント
クリスマスと映画音楽のショーを行い

ます。 とき 月 日 午後１時 ２
時 ところ 小阪病院 ※ 人以上の団
体は要連絡 問合先 地域生活支援セン
ターふう （ ）

おはなしライブ
生演奏聞きながら絵本の語りを楽しみ

ます。 とき 来年１月 日 午前 時
時 分 ところ ももの広場（楠根）

対象 ２歳 中学生 問合先 ピノキオ
（ ）

着物リメイク体験教室

城東工業高校定時制の閉課程式典

クリスマスミニイベント

おはなしライブ

パソコン教室
【パソコン持ち込み講座】
とき・ところ・内容 来年１月 日
・くすのきプラザ（若江岩田駅前）
・ ラベル印刷 ２月８日

・イコーラム（男女共同参画センター）
格好いいお知らせ作り ※いずれも午前
９時 分 時 分。パソコン持参（持参
できない方は相談可） 費用 各 円
【ウイルス対策・バックアップ方法】
とき・内容 来年１月 日 ウイ

ルス対策 ２月 日 データのバッ
クアップ方法 ※いずれも午後１時 ５
時 ところ ブレーン東大阪 費用
各 円

◇ ◇
申込方法 講座名、住所、氏名、電話

番号をハガキ、電話、 メールで 申込
・問合先 〒 ・ 小阪１ ７ １

法人 ブレーン東大阪
（ ） 、 メール ＠

登校拒否を克服する会
とき 来年１月 日 午後１時 ５時
ところ 市民会館 費用 円 問合
先 登校拒否を克服する会 （ ）

パソコン教室

登校拒否を克服する会

年
末
年
始
は
、
市
内
の
多
く

の
医
療
機
関
が
休
診
と
な
る
た

め
、
市
で
は
、
医
師
会
、
歯
科

医
師
会
、
薬
剤
師
会
の
協
力
を

得
て
、
休
日
急
病
診
療
所
で
診

療
を
行
い
ま
す
。

期
間
は

月

日

か
ら
来

年
１
月
４
日

ま
で
で
、
診
療

科
は
、
内
科
、
小
児
科
、
歯
科

の
三
科
。
診
療
受
付
時
間
は
、

午
前

時

時

分
と
、
午

後
１
時

４
時

分
で
す
。

当
日
の
診
療
に
つ
い
て
は
、

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
０
６

（
６
７
８
７
）
０
１
２
３
で
も

案
内
し
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
ル
一
一

九
番
は
、
緊
急
時
以
外
は
利
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
受
診
に
つ
い
て
】

診
療
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、

次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

必
ず
受
付
時
間
内
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
証
お
よ
び
老
人

医
療
証
な
ど
（
公
費
で
受
診
す

る
方
は
医
療
証
）
を
必
ず
持
っ

て
来
て
く
だ
さ
い
。
提
示
の
な

い
場
合
は

自
費
診
療

の
扱

い
に
な
り
ま
す
。

治
療
費
は
休
日
加
算
さ
れ

ま
す
の
で
、
平
日
診
療
に
比
べ

て
割
高
に
な
り
ま
す
。

往
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
問
合
先

休
日
急
病
診
療

所

０
６
（
６
７
８
９
）
１
１

２
１
、

０
６
（
６
７
８
９
）

０
１
７
８

月

日

か
ら
来
年

１
月
６
日

ま
で
の
中
河

内
地
域
で
の
小
児
救
急
医

療
体
制
は
表
の
と
お
り
で

す
。各

病
院
間
で
対
応
日
を

調
整
し
、
休
日
急
病
診
療

所
と
も
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
小
児
科
の
救
急
医
療

に
対
応
し
ま
す
。

◇
問
合
先

地
域
健
康

企
画
課

０
７
２
（
９
６

０
）
３
８
０
１
、

０
７

２
（
９
６
０
）
３
８
０
６

年末年始（ 月 日 来年１月６日）の中河内地域での小児救急医療体制

医 療 機 関
月 １月

診療受付時間日 日 日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日

東大阪市立総合病院
（西岩田３ ４ ５）

（ ）
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 午前９時 翌日午前８時 分

河内総合病院
（横枕１ ）
（ ）

◎ ◎ ◎ 午前９時 翌日午前９時

若草第一病院
（若草町１ ６）
（ ）

◎ ◎
◎ 午前９時 翌日午前９時

午後５時 翌日午前９時（昼
間は休診）

八尾市立病院
（龍華町１ ３ １）

（ ）
◎ ◎

◎ 午前９時 翌日午前８時
午後７時 翌日午前８時（昼
間は休診）

市
立
図
書
館
お
よ
び
分
室

は
、

月

日

か
ら
来
年
１

月
５
日

ま
で
休
館
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
休
館
に
伴
い

月

日

か
ら

日

ま
で
、

貸
出
冊
数
を
一
人
十
六
冊
以

内
、
貸
出
期
間
を
三
週
間
以
内

に
拡
大
し
ま
す
。

※

月

日

午
後
か
ら
１

月
５
日

ま
で
返
却
ポ
ス
ト
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

◇
問
合
先

花
園
図
書
館

０
７
２
（
９
６
５
）
７
７
０
０
、

０
７
２
（
９
６
５
）
９
２

１
２

永
和
図
書
館

０
６

（
６
７
８
１
）
５
５
０
０
、

０
６
（
６
７
８
４
）
５
６
３
０

大

分
室

０
６
（
６
７

２
８
）
０
２
０
０
、

０
６

（
６
７
３
０
）
７
３
３
７

旭
町
図
書
館

０
７
２
（
９
８

２
）
１
２
３
５
、

０
７
２

（
９
８
４
）
６
０
７
９

石

切
分
室

０
７
２
（
９
８
２
）

１
０
３
０
（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

は
、
通
常
、
一
週
間
前
か
ら

電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
が
、
次
に
あ
げ
る
年

始
の
法
律
相
談
の
予
約
は
、

い
ず
れ
も

月

日

午
前

９
時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け

ま
す
。

◇
と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員

来
年
１
月
７
日

、
８
日

、
９
日

、

日

本

庁
市
民
相
談
室
・
各
十
六
人

８
日

若
江
岩
田
駅
前

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・

八
人

日

布
施
駅

前
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

・
八
人

※
相
談
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
１
時

４
時
（
８
日
の

本
庁
市
民
相
談
室
は
午
後
５

時

８
時
）
で
、
一
人
二
十

分
以
内
で
す
。

月
最
終
週
は

実
施
し
ま
せ
ん

本
庁
市
民
相
談
室
や
若
江

岩
田
駅
前
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
布
施
駅
前
行
政
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

て
い
る
法
律
相
談
は
、

月

の
最
終
週
は
実
施
し
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
政
だ
よ
り
に
掲

載
し
て
い
る
定
例
相
談
（
六

ペ
ー
ジ
参
照
）に
つ
い
て
も
、

年
内
の
実
施
最
終
日
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
各
実
施
機
関

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

◇

◇

◇
申
込
・
問
合
先

市
民

相
談
室

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
０
４
、

０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
０
１

東 大 阪 市 政 だ よ り平成 年 月 日 第 号 （ ）

※市立総合病院では、通常、日曜・休日の昼間の診療は休止ですが、年末年始の期間は
上記のとおり診療します。



プリザーブドフラワー
とき・ところ 月 日 、 日

午後１時 分 あいも文化交流会館
（御厨中１） 日 午前 時 ゆ
うゆうプラザ（日下） 費用 円
申込・問合先 藤井 （ ）

◇ ◇
とき 月 日 、来年１月 日 、
日 ところ 夢広場（布施駅前）な
ど 費用 各 円（別途会費 円）
申込・問合先 御堂 （ ）
東大阪リトルリーグ（硬式）冬季見学会
とき 月 日 、 日 ※体験練
習可。練習は土・日曜日、祝日は大阪産
業大学グラウンドで午前９時 午後４
時、水・金曜日は水走グラウンドで午後
６時 分 ８時 分 問合先 熊川
（ ）

夢メッセージ展
タレント、歌手、俳優など各界で活躍
する 人が子どもたちへのエールを描
いた絵馬を展示します。 とき 来年２
月７日 日 午前 時 午後６時
（７日は午後１時 、 日は午後３時ま
で） 問合先 東大阪子ども家庭支援

（ ）

プリザーブドフラワー

東大阪リトルリーグ（硬式）冬季見学会

夢メッセージ展

創作ダンス 遊 発表会
創作ダンスとカラオケの祭典です。

とき 月 日 正午 ところ 市民
会館 問合先 室川 （ ）

大阪樟蔭女子大学公開講座
申込みは大学ホームページ（

）から。くわしく
は各問合先へ
【高校生のための歴史 考古学講座 流
れゆく河内 水が育んだ河内木綿と古墳】
とき 来年１月 日 午前９時 分
午後４時 分 内容 心合寺山古墳など
を訪れ綿繰り体験など ※高校生以外も
参加可 問合先 日本文化史学科事務セ
ンター （ ）
【第６回樟蔭ファッションセミナー モ
ダンなチャイナドレスの魅力 】
とき 来年１月 日 午後２時 ４時
ところ 大阪樟蔭女子大学 問合先 樟
蔭ファッションセミナー事務局 （ ）

【近世の在郷町 関東と関西】
とき 来年２月９日 午後２時 ４時
ところ 大阪樟蔭女子大学 問合先 日
本文化史学科事務センター （ ）

創作ダンス 遊 発表会

大阪樟蔭女子大学公開講座

あいも文化交流会館の催し
【コンサート】
とき・費用 オカリナ合奏クリスマ
スコンサート 月 日 午後１時 ・

円 オカリナ、歌、ピアノライ
ブ 日 午後０時 分 １時 分・飲
食費（ 円 ）
【オカリナ初級・囲碁将棋教室】
とき・費用 オカリナ初級 来年１
月の月曜日 午後４時 ５時・ 円
囲碁将棋 来年１月の木曜日 午後３
時 ５時、午後６時 ８時 円（中上
級者は自由対局） ※いずれも計４日間。

◇ ◇
ところ・申込・問合先 あいも文化交

流会館（御厨中１） （ ）
夫婦問題無料相談

とき 月 日 午後１時 ５時 と
ころ イコーラム（男女共同参画センタ
ー） 申込・問合先 婚かうんせら
ぴー （ ）

混声合唱団東大阪演奏会
とき 来年１月 日 午後２時 分

ところ 八尾プリズムホール 費用
円 申込 問合先 内藤 （ ）

あいも文化交流会館の催し

夫婦問題無料相談

混声合唱団東大阪演奏会

市
・
府
民
税
か
ら
な
る
個
人
住
民
税

の
税
率
は
、
所
得
に
応
じ
、
五

、
一

〇

、
一
三

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成

年
度
か
ら
、
一
律
一
〇

に
な
っ
て
い
ま
す
。

給
与
所
得
者
、
年
金
受
給
者
の
所
得

税
（
源
泉
徴
収
分
）
は
今
年
１
月
か
ら
、

住
民
税
は
６
月
か
ら
変
更
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
業
所
得
者
は
、
平
成

年
分
（
平
成

年
２
月

日

３
月

日
申
告
）
の
確
定
申
告
か
ら
所
得
税
率

が
変
わ
り
ま
す
。

住
民
税
が
引
き
上
げ
と
な
る
方
に
は

所
得
税
が
引
き
下
げ
と
な
り
、
逆
に
、

住
民
税
が
引
き
下
げ
と
な
る
方
に
は
所

得
税
が
引
き
上
げ
と
な
る
よ
う
、
所
得

税
の
税
率
を
六
段
階
に
細
分
化
し
変
更

し
て
い
ま
す
。

創
設
し
ま
し
た

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額

控
除（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）

所
得
税
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
を
受
け
て
い
る
方
（
平

成

年

月

日
ま
で
に
入

居
）
で
、
税
源
移
譲
に
よ
り
、

所
得
税
の
税
率
が
変
わ
る
こ
と

で
控
除
さ
れ
る
所
得
税
が
減
少

す
る
場
合
は
、
翌
年
度
の
住
民

税（
所
得
割
）で
調
整
し
ま
す
。

こ
の
控
除
を
受
け
る
に
は
、

来
年
３
月

日
ま
で
に
申
告
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
告
書
は
市
民
税
課
ま
た
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
窓

口
に
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
減
少
で
所
得
税
が

課
税
さ
れ
な
く
な
っ
た
方

負
担
増
額
分
を
還
付

税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税

率
変
更
に
よ
る
税
負
担
の
軽
減

の
影
響
は
受
け
ず
、
住
民
税
率

変
更
に
よ
る
税
負
担
の
増
加
の

影
響
の
み
を
受
け
る
方
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
納
付
済
み
の
平

成

年
度
の
住
民
税
か
ら
、
税

源
移
譲
に
よ
り
増
額
と
な
っ
た

住
民
税
相
当
額
を
還
付
し
ま

す
。所

得
変
動
に
伴
う
住
民
税
の

還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
来

年
７
月
１
日
か
ら

日
ま
で
の

間
に
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。

平
成

年
度

地
震
保
険
料
控
除
創
設

地
震
災
害
に
対
す
る
個
人
資

産
の
保
全
を
促
進
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
損
害
保
険
料
控
除

を
改
め
、
地
震
保
険
料
控
除
制

度
を
創
設
。
平
成

年
度
の
住

民
税
よ
り
適
用
し
、
地
震
保
険

料
な
ど
の
二
分
の
一
（
最
高
二

万
五
千
円
）
を
所
得
か
ら
控
除

し
ま
す
。

な
お
、
経
過
措
置
と
し
て
、

平
成

年

月

日
ま
で
に
契

約
し
た
長
期
損
害
保
険
に
か
か

る
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
従
来

ど
お
り
損
害
保
険
料
控
除
を
適

用
し
ま
す
（
最
高
一
万
円
）
。

た
だ
し
、
地
震
保
険
料
控
除
と

の
合
計
の
限
度
額
は
二
万
五
千

円
で
す
。

定
率
減
税
の
廃
止

定
率
減
税
は
、
住
民
税
と
所

得
税
の
税
額
を
一
定
割
合
減
額

す
る
制
度
で
、
平
成

年
度
か

ら
景
気
対
策
な
ど
の
た
め
に
一

時
的
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
経
済
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
住
民
税
は
平
成

年
６
月
か
ら
、
所
得
税
は
平

成

年
１
月
か
ら
廃
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

老
年
者
非
課
税
措
置

廃
止
に
よ
る
経
過
措
置

が
な
く
な
り
ま
す

平
成

年
度
ま
で
老
年
者
の

非
課
税
措
置
と
し
て
、

歳
以

上
で
合
計
所
得
が
百
二
十
五
万

円
以
下
の
方
は
非
課
税
で
し
た

が
、
平
成

年
度
に
廃
止
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
急
激
な
税

負
担
を
軽
減
す
る
経
過
措
置
と

し
て
、
昭
和

年
１
月
２
日
以

前
生
ま
れ
の
方
に
対
し
て
、
平

成

年
度
に
は
税
額
の
三
分
の

二
、
平
成

年
度
に
は
税
額
の

三
分
の
一
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

平
成

年
度
か
ら
は
経
過
措

置
が
な
く
な
り
、
通
常
の
税
額

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
先

市
民
税
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１
３
５
、

０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
９

近
年
、
東
南
海
・
南
海
地

震
な
ど
大
地
震
の
発
生
の
切

迫
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
住

宅
・
建
築
物
の
耐
震
化
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
住
宅
・
建
築
物

の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た

め
、
耐
震
化
の
目
標
お
よ
び

目
標
達
成
の
た
め
に
必
要
な

施
策
な
ど
を
定
め
た

東
大

阪
市
住
宅
・
建
築
物
耐
震
改

修
促
進
計
画

を
策
定
し
ま

す
。
そ
の
施
策
と
し
て

耐

震
診
断

お
よ
び

耐
震
改

修

に
つ
い
て
、
国
や
府
の

補
助
制
度
を
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

今
回
、
市
で
は
、
耐
震
診

断
の
拡
充
に
引
き
続
き
、
木

造
住
宅
の
耐
震
改
修
補
助
制

度
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

次
の
要
件
に
該
当
す
る
建

築
物
を
対
象
に
、
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
建
築
物

昭
和

年
５
月

日
以
前
に
建
て
ら

れ
た
二
階
建
て
以
下
の
個
人

所
有
の
木
造
住
宅

◇
対
象
と
な
る
改
修
工
事

耐
震
診
断
の
結
果
、
建
築
物

の
評
点
が
一
・
〇
未
満
の
木

造
住
宅
に
対
し
、
一
・
〇
以

上
の
評
点
に
高
め
る
改
修
工

事
◇
補
助
限
度
額

耐
震
改

修
工
事
に
係
る
費
用
の
一
五

・
二

（
上
限
六
十
万
円
）

※
補
助
交
付
に
は
耐
震
改

修
計
画
書
の
提
出
な
ど
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
必

ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

耐
震
改
修
住
宅

所
得
税
・
固
定

資
産
税
を
減
額

旧
耐
震
基
準
の
住
宅
を
現

行
の
耐
震
基
準
に
適
合
さ
せ

る
た
め
の
工
事
を
す
る
と
、

所
有
者
か
ら
の
申
請
に
よ

り
、
所
得
税
お
よ
び
固
定
資

産
税
を
減
額
し
ま
す
。

制
度
の
活
用
に
は
、
市
役

所
な
ど
の
証
明
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
耐
震
改
修

を
行
う
前
に
、
必
ず
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
申
込
・
問
合
先

指
導

監
察
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
２
４
５
、

０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
３
４

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（ ） 第 号 平成 年 月 日

料金表示のないものは無料です。
ベートーベン第九シンフォニーの調べ
とき 月 日 午後２時 分 と
ころ 市民会館 費用 円（ロー
ソンチケットで前売券発売中。当日券も
あり） 問合先 村井 （ ）

アコーディオン演奏会
とき 来年１月７日 午前 時 時
ところ くすのきプラザ（若江岩田駅前）
費用 高校生以上 円 問合先 山本
（ ）
お正月フラワーアレンジメント
とき 月 日 午前 時 時

分、正午 午後１時 分 ところ イコ
ーラム（男女共同参画センター） 費用

円 申込・問合先 ブレス
（ ）

◇ ◇
とき 月 日 午前 時 分 正

午、午後２時 ３時 分 ところ 夢広
場（布施駅前） 費用 円 申込・
問合先 本澤 （ ）

ベートーベン第九シンフォニーの調べ

アコーディオン演奏会

お正月フラワーアレンジメント

りこん



平
成

年
４
月
か
ら

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
に
よ
り
、
平
成

年
４
月
１
日
以
降
、

高
齢
者

医
療
制
度
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
医
療
の
負
担
に
つ
い

て
、
変
化
を
和
ら
げ
る
た
め
検

討
が
さ
れ
、
次
の
と
お
り
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
後
内
容
が
正
式
に

固
ま
り
次
第
、
順
次
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【

歳
の
方
の
窓
口
負

担
金
を
一
割
に
す
え
置
き
】

平
成

年
４
月
か
ら
、

歳
の
方
の
窓
口
で
の
負
担

が
、
一
割
の
方
を
二
割
負
担
に

見
直
す
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成

年
３
月
ま
で
は
、

一
割
負
担
で
す
え
置
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

す
で
に
、
三
割
負
担
の
方
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

対
象
者
と
な
る
一
定
の
障
害
認

定
を
受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま

す
。

◇

◇

◇
問
合
先

国
民
健
康
保
険

室
保
険
料
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
８
、

０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
７後期高齢者医療後期高齢者医療

歳以上の歳以上の

保険料保険料

歳
以
上（
※
１
）の
方
を
対

象
と
す
る

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
で
は
、被
保
険
者
一
人
ひ

と
り
に
保
険
料
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
額
は
、
被
保
険
者
全

員
に
等
し
く
課
さ
れ
る

均
等

割
額

と
、
所
得
に
応
じ
て
課

さ
れ
る

所
得
割
額

の
合
計

で
決
ま
り
ま
す
。保
険
料
額
は
、

年
度
ご
と
に
被
保
険
者
の
所
得

情
報
な
ど
を
も
と
に
決
定
し
ま

す
。金

額
お
よ
び
具
体
的
な
例
な

ど
く
わ
し
く
は
、
次
号
の
市
政

だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者

に
対
す
る
軽
減
】

被
用
者
保
険
（
※
２
）
の
被

扶
養
者
で
あ
っ
た
方
に
つ
い
て

は
、
激
変
緩
和
を
図
る
た
め
、

資
格
取
得
か
ら
以
降
二
年
間
は

所
得
割
額
を
課
さ
れ
ず
、
均
等

割
額
に
つ
い
て
も
五
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。

さ
ら
に
制
度
発
足
時
の
特
例

と
し
て
、
平
成

年
４
月
か
ら

９
月
ま
で
の
六
か
月
間
は
保
険

料
負
担
を
な
く
し
、
平
成

年

月
か
ら
平
成

年
３
月
ま
で

の
六
か
月
間
は
、
均
等
割
に
つ

い
て
九
割
軽
減
さ
れ
た
額
と
な

り
ま
す
。

◇
対
象

歳
以
上（
※
１
）

で
、
後
期
高
齢
者
の
被
保
険
者

に
な
る
日
の
前
日
（
平
成

年

３
月

日
ま
た
は

歳
の
誕
生

日
の
前
日
）
に
お
い
て
、
被
用

者
保
険
の
被
扶
養
者
の
方

◇

◇

（
※
１
）

歳
で
、

一
定
の
障
害
者
認
定
を
受
け
て

い
る
方
を
含
む

（
※
２
）

政
府
管
掌
健
康

保
険
や
企
業
の
健
康
保
険
、
公

務
員
の
共
済
組
合
な
ど
（
市
町

村
国
保
・
国
保
組
合
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
）

◇
問
合
先

大
阪
府
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合

０
６

（
４
７
９
０
）
２
０
２
８

医
療
助
成
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
６
、

０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
５

医
療
保
険
者
に
よ
る

特
定
健
診
・
保
健
指
導

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
に
よ
り
、
平
成

年

４
月
か
ら
生
活
習
慣
病
に
着
目

し
た

特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導

が
始
ま
り
ま
す
。

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

市
町
村
の
国
保
加
入
者
は
市
町

村
の
国
保
が
、
会
社
の
社
会
保

険
加
入
者
は
社
会
保
険
な
ど
が

実
施
し
ま
す
。

◇
問
合
先

国
民
健
康
保
険

室
管
理
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
７
、

０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

気
軽
に
相
談
を

国 保

夜
間
休
日
出
張
納
付
相
談

国 保保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
納
期
限
は
毎
月
末

で
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納

め
ま
し
ょ
う
。
納
付
が
困
難
な

方
も
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
必

ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
は
助
け
合
い
の
制
度
で

す
。
加
入
者
一
人
ひ
と
り
が
責

任
を
も
ち
、
保
険
料
を
納
付
期

限
内
に
納
め
て
、
大
切
な
国
保

制
度
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

納
付
相
談
は
、
国
保
保
険
料

課
で
常
時
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
最
後
の
夜
間
・
休
日
・
出

張
納
付
相
談
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
（
来
所
相
談
の
み
）
。

保
険
料
決
定
通
知
書（
納
付
書
）

な
ど
、
通
知
書
番
号
の
わ
か
る

も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
・
休
日
納
付
相
談
】

◇
と
き

夜
間

月

日

日

午
後
５
時

分

８
時

休
日

月

日

、

日

午
前

時

午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

国
保
保
険
料
課

【
出
張
納
付
相
談
】

◇
と
き

月

日

午

前

時

午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

布
施
駅
前
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◇
問
合
先

国
民
健
康
保
険

室
保
険
料
課

健
康
優
良
家
庭
を
表
彰

国
保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯

で
、
一
定
の
期
間
、
医
療
機
関

で
受
診
し
な
か
っ
た
世
帯
を
毎

年

健
康
優
良
家
庭

と
し
て

表
彰
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
次
の
と
お
り
、
百
九

世
帯
を
表
彰
し
記
念
品
を
贈
り

ま
し
た
。

十
五
年

三
世
帯

十

年

十
一
世
帯

五
年

九

十
五
世
帯

◇
問
合
先

国
民
健
康
保
険

室
管
理
課

おめでとう成人祭

１月 日 開催

成
人
を
祝
っ
て
、
成
人
祭

を
行
い
ま
す
。

◇
と
き

来
年
１
月

日

午
前

時

正
午

◇
と
こ
ろ

東
大
阪
ア
リ

ー
ナ※

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

◇
対
象

昭
和

年
（
１

９
８
７
年
）
４
月
２
日
か
ら

昭
和

年
（
１
９
８
８
年
）

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

第
三
十
一
回
東
大
阪
市

民
ふ
れ
あ
い
祭
り

の
パ
レ

ー
ド
や
ス
テ
ー
ジ
、模
擬
店
な

ど
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

◇
と
き

来
年
５
月

日

◇
と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い

通
り
（
布
施

八
戸
ノ
里
駅

沿
道
）

花
園
中
央
公
園

参
加
者
説
明
会

参
加
を
希
望
す
る
方
を
対

象
に
、
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
希
望
者
は
、
必
ず

参
加
者
説
明
会

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

来
年
１
月

日

午
後
２
時
か
ら
、
午
後

７
時
か
ら
（
ど
ち
ら
か
に
出

席
）◇

と
こ
ろ

市
民
会
館
大

集
会
室

※
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
パ
レ
ー

ド
、
ス
テ
ー
ジ
に
出
演
を
希

望
す
る
方
は
欠
席
す
る
と
参

加
で
き
ま
せ
ん
。

※
出
店
希
望
の
方
で
、
ど

う
し
て
も
出
席
で
き
な
い
場

合
は
、
来
年
１
月

日

以

降
に
地
域
振
興
室
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
２
月

日

ま
で
に
直

接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
フ

ァ
ク
ス
、
郵
送
で
も
可
）
。

◇

◇

く
わ
し
く
は
、
ふ
れ
あ
い

祭
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◇
申
込
・
問
合
先

〒

・
０
８
０
１
小
阪
二

一

六

東
大
阪
市
民
ふ
れ
あ
い

祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

０
６（
６
６
１
８
）４
１
４
６

（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室

の
第

三
期
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

期
間
は
、
来
年
１
月
か
ら
３

月
ま
で
で
、
開
催
教
室
、
曜

日
、
定
員
な
ど
は
表
の
と
お

り
で
す
（
計
九
日
間
）
。

な
お
、
希
望
者
が
少
な
い

教
室
は
中
止
、
定
数
を
超
え

る
場
合
は
抽
選
。
結
果
は

月

日

ご
ろ
に
通
知
し
ま

す
。◇

対
象

少
年
少
女

小
学
校
三
年
生

中
学
生

そ
の
他

歳
以
上
の
方

※
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
、

ラ
ケ
ッ
ト
な
ど
は
各
自
持
参

し
、
ロ
ッ
カ
ー
代
、
駐
車
場

代
は
別
途
必
要
で
す
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
（
一
人
一
枚
）
に
教
室
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
小
・

中
学
生
は
学
年
も
）
、
電
話

番
号
を
書
い
て
、

月

日

（
消
印
有
効
）ま
で
に
郵
送

※
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
は

で
き
ま
せ
ん
。

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

〒

・
０
８
０
４
中
小

阪
四

七

六
〇

東
大
阪

ア
リ
ー
ナ

０
６
（
６
７

２
６
）
１
９
９
５
、

０
６

（
６
７
２
６
）
１
９
９
４

親

子

広

場

年
齢
別
に
わ
か
れ
て
、
親

子
で
楽
し
く
遊
び
ま
す
。

☆
い
ず
れ
も
計
五
日
間
で

午
前

時

時

※
初
回
の
方
を
優
先
し
て

抽
選
。
重
複
申
込
は
不
可
。

【
荒
本
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
】

◇
初
回
の
と
き
・
対
象

来
年
１
月
９
日

１
歳

６
か
月

２
歳
未
満
児

日

２
歳
児

※
隔
週
水
曜
日
に
開
催
。

◇
定
員

各
二
十
組

◇
申
込
方
法

月

日

午
後
１
時

分

日

午
後
５
時
に
電
話
で

※
当
選
者
に
の
み

月

日

ま
で
に
連
絡
。

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

荒
本
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

０
６
（
６
７
８
８
）

１
０
５
５
、

０
６
（
６
７

８
８
）
２
５
９
７

【
鴻
池
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
】

◇
初
回
の
と
き
・
対
象

○勤務時間（平成 年４月１日現在）

本庁舎などの場合は、月 金曜日（祝日、年末年始を除く）午前９時 午後５時 分
（休憩 分、休息 分）。
※公務の事情により特別の形態で勤務する必要のある職員は、別に割振りを定めて

います。なお、一般職非常勤職員は常勤職員の勤務時間より短い時間になっています。

○分限および懲戒処分（平成 年４月１日 平成 年３月 日）

分限処分は、 人が心身の故障のために休職で、懲戒処分は、１人が一般服務違反
関係で免職、３人が一般非行関係、道路交通法違反で停職、１人が一般非行関係で減
給となっています。

○年次有給休暇の取得状況（平成 年１月１日 平成 年 月 日）

制度概要は、１年において 日の範囲内（ 日を限度に翌年に繰り越すことができ
る）で、平均取得日数は 日です。

○職員の研修の状況（平成 年４月１日 平成 年３月 日） （単位：人）

○人事評価制度の概要

平成９年度から人事評価制度を実施し、職員の仕事の成果と職務遂行上に見られた
能力などを客観的に把握することにより、能力に応じた職員の適正配置や人材育成な
どに活用し、これからのまちづくりを担える人材の育成を図っています。
また、平成 年度から目標チャレンジの人材育成を実施。職務遂行上の目標を設定
させ、その達成度を評価することにより、組織の活性化と人材の育成を図っています。

○福利厚生などの現況

地方公共団体は、地方公務員法により、職員の福利厚生の計画を樹立し、実施する
ことが義務づけられており、本市では大阪府市町村職員互助会（府内 市町村などで
構成）と東大阪市職員厚済会において福利厚生事業を行っています。

○公平委員会の状況

公平委員会は、地方公務員法第７条第２項の規定により設置されており、その権限
は同法第８条第２項で定められています。そのおもな内容は次のとおりです。
・職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置の要求を審査し、判定し必要
な措置を執ること
・職員に対する不利益な処分についての不服申立てに対する裁決又は決定をすること
・職員の苦情を処理すること

勤務条件に関する措置の要求（平成 年度）は、 年度から継続している事案と 年
度中に処理した事案がそれぞれ１件、不利益処分に関する不服申立て（平成 年度）は、
年度から継続している事案と 年度中に処理した事案がそれぞれ１件です。

研修区分 おもな研修など 受講人数

基本研修 新規採用（前期・中期・後期）職員研修、新任係長・主査
研修、新任課長代理級研修、新任課長職研修

特別・自主的
参加研修

全職員普通救命講習履修事業、話し合いのスキルアップ
研修、行政法ナイター講座、業務改善研修

派遣研修 市町村職員中央研修所への派遣研修、おおさか市町村職
員研修研究センターへの派遣研修など

職場研修 各職場単位で実施した研修

研修区分 おもな研修など 受講人数

基本研修

特別・自主的
参加研修

派遣研修

職場研修

採用者数 人

退職者数

人

（ 人）

定年退職 人

勧奨退職 人

普通退職 人

その他 ２人 （ 人）

採用者数

退職者数

○採用 退職（平成 年４月１日 平成 年３月 日）

※他団体への派遣などについては退職数に含んでいません。
（ ）内は一般職非常勤職員を外書きで表記。

人事行政の
運営状況

市職員の人数や給与、福利厚生事業な

どの概要をお知らせします。くわしくは、

月 日 から市ホームページ（職員課）

に掲載します。

○職員数の推移

5,000

5,203
4,954

4,821
4,829

4,603
4,431

4,167
3,987

4,000

0

（人）�

平成5年� 7年� 9年� 11年� 13年� 15年� 17年� 19年�

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（ ） 平成 年 月 日 第 号 （ ）

いっしょに運動
しませんか

東大阪アリーナスポーツ教室

○職員給与費（平成 年度一般会計予算）

※職員手当には退職手当を含みません。（ ）内は一般職非常勤職員を外書きで表記。
この表の職員数は、一般会計から給与を支給している職員数のみを表記。

○平均給料月額および平均年齢（平成 年４月１日現在）

○初任給（平成 年４月１日現在）

※技能労務職は、学歴による初任給調整はありません。

○勤続年数別給料月額（平成 年４月１日現在）

※給料月額は、学校卒業後すぐ採用された場合の標準的なものです。

○手当のおもな内訳（平成 年４月１日現在）

※職員手当は、ほかに管理職手当、時間外勤務手当、特殊勤務手当などがあります。
（ ）内は一般職非常勤職員に対して支給した割合。

職員数
給 与 費 一人当たり

給与費
（ ／ ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計

人

（ ）

千円
億 万

（ 億 万 ）

千円
億 万

（ 万８）

千円
億 万５

（ 億 万 ）

千円
億 万

（ 億 万 ）

千円
万

（ 万 ）

職員数
給 与 費 一人当たり

給与費
（ ／ ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計

区 分
東大阪市 国

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 円 歳 円 歳

技能労務職 円 歳 円 歳

区 分
東大阪市 国

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

一般行政職

技能労務職

区分
初任給

東大阪市 国

一般行政職
大学卒 円

種 円
種 円

高校卒 円 円
技能労務職 円 円

区分
初任給

東大阪市 国

一般行政職
大学卒

高校卒
技能労務職

勤続年数
学歴 年 年 年

一般行政職
大学卒 円（ 歳） 円（ 歳） 円（ 歳）
高校卒 円（ 歳） 円（ 歳） 円（ 歳）

技能労務職 円（ 歳） 円（ 歳） 円（ 歳）

勤続年数
学歴 年 年 年

一般行政職
大学卒
高校卒

技能労務職

項 目 内 容

扶養手当 扶養親族のある職員に支給 配偶者 円
配偶者以外の扶養親族 各 円

地域手当 給与の地域間格差を調整するために支給するもの
給料、扶養手当、管理職手当の ％の額

住居手当 借家などの居住者には家賃額に応じて支給 限度額 円

通勤手当 交通機関利用者には定期代相当額
交通用具利用者には通勤距離に応じて支給 円 円

期 末 ・
勤勉手当

民間企業のボーナスに相当し、職務上の段階などによる加算措置があり。
平成 年度支給割合 期末 勤勉

６月期 月分（ 日分） 月分（ 日分）
月期 月分（ 日分） 月分（ 日分）
計 月分（ 日分） 月分（ 日分）

退職手当

支給率 自己都合 勧奨・定年
最高限度額 月分（３月分） 月分（３月分）
勤続 年 月分 月分
勤続 年 月分 月分
勤続 年 月分 月分

一人当たり平均支給額 万 円 万 円

項 目 内 容

扶養手当

地域手当

住居手当

通勤手当

期 末 ・
勤勉手当

退職手当

来
年
１
月
９
日

３
歳

児

日

４
歳
以
上

の
幼
児

※
隔
週
水
曜
日
に
開
催
。

◇
定
員

各
二
十
組

◇
申
込
方
法

月

日

日

の
午
前

時

分

午
後
５
時
に
電
話
で

※
当
選
者
に
の
み

月

日

ま
で
に
連
絡
。

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

鴻
池
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

０
６
（
６
７
４
８
）

８
２
５
１
、

０
６
（
６
７

４
３
）
０
５
７
７

【
長
瀬
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
】

◇
初
回
の
と
き
・
対
象

来
年
１
月

日

１
歳

６
か
月

２
歳
未
満
児

日

２
歳
児

※
隔
週
木
曜
日
に
開
催
。

◇
定
員

各
十
五
組

◇
申
込
方
法

月

日

ま
で
に
電
話
で

※
当
選
者
に
の
み

月

日

ま
で
に
連
絡
。

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

長
瀬
子
育
て
支
援
セ
ン

教室名 とき 定員 費用

成人女子

バスケットボール
月曜日 ： ： 人 円

親子・少年少女

バドミントン
月曜日 ： ：

親子 組

子ども 人

親子 円

子ども 円

成人ソフトテニス 月曜日 ： ： 人 円

少年少女卓球 水曜日 ： ： 人 円

成人卓球 水曜日 ： ： 人 円

成人卓球 水曜日 ： ： 人 円

成人卓球 木曜日 ： ： 人 円

成人バドミントン 木曜日 ： ： 人 円

ミニバスケットボール木曜日 ： ： 人 円

成人バドミントン 木曜日 ： ： 人 円

教室名 とき 定員 費用

成人女子

バスケットボール
月曜日 ： ： 人 円

親子・少年少女

バドミントン
月曜日 ： ：

親子 組

子ども 人

親子 円

子ども 円

成人ソフトテニス 月曜日 ： ： 人 円

少年少女卓球 水曜日 ： ： 人 円

成人卓球 水曜日 ： ： 人 円

成人卓球 水曜日 ： ： 人 円

成人卓球 木曜日 ： ： 人 円

成人バドミントン 木曜日 ： ： 人 円

ミニバスケットボール木曜日 ： ： 人 円

成人バドミントン 木曜日 ： ： 人 円

市
民
ふ
れ
あ
い
祭
り

方
（

月

日
現
在
、
市
内

に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人

登
録
し
て
い
る
方
）

※
案
内
状
が

月

日

を
過
ぎ
て
も
届
か
な
い
場
合

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。な
お
、

同
封
の
引
換
券
は
当
日
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

青
少
年
ス
ポ

ー
ツ
室

０
６（
４
３
０
９
）

３
２
８
１
、

０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
３
５

○人件費（平成 年度一般会計決算）

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みま
す。（ ）内は一般職非常勤職員を外書きで表記。

歳出額 人件費 人件費率
（ ／ ）

千円

億 万１

千円

億 万２

（ 億 万）

％

歳出額 人件費 人件費率
（ ／ ）

◇問合先 職員課 （ ） 、 （ ）

タ
ー

０
６
（
６
７
２
８
）

１
８
０
０
、

０
６
（
６
７

２
８
）
２
４
１
３

荒
本
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

【
簡
単
手
作
り
凧た

こ

講
座
】

◇
と
き

来
年
１
月

日

午
前

時

時

◇
対
象
・
定
員

２
歳
６

か
月
以
上
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者
・
二
十
組
（
申
込
先
着

順
）◇

申
込
方
法

月

日

午
後
１
時

分

来
年
１

月
７
日

午
後
５
時
に
電
話

で
【
子
育
て
相
談
デ
ー
】

◇
と
き

月

日

、

日

午
前

時
か
ら

午
後
１
時

分
か
ら

午
後
３
時
か
ら

※
い
ず
れ
も
相
談
は
一
時

間
で
保
育
あ
り
。

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

荒
本
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
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法 律
弁護士が相談に応じます。
【本庁市民相談室】１週間前から電話

で受付 （ ） 月・水・金
曜午後１時 ４時、第２火曜午後５時
８時（申込先着 人）
【巡回法律相談・各行政サービスセン

ター】 １週間前から電話で受付 （
） 日下 奇数月の第１木曜
四条 第１・３火曜 中鴻池 偶数
月の第１木曜 若江岩田駅前 第２・
４火曜 楠根 偶数月の第３木曜
布施駅前 第２・４木曜 近江堂 奇
数月の第３木曜 ※いずれも午後１時
４時（申込先着８人）
人 権 法 律
【荒本・長瀬人権文化センター】

荒本 第２火曜 （ ） 長

法 律

人 権 法 律

瀬 第４火曜 （ ） ※いず
れも午後１時 ４時で、予約制
中 小 企 業
【中小企業振興会】 に関す
る相談 第４火曜 店舗デザイン相談
第４水曜 ※いずれも午後１時 分
４時で、予約制 （ ）
パート・労働問題の相談
職業紹介・あっ旋は行いません。
【労働雇用政策室】 月 金曜午前９
時 午後４時 （ ）
【ユトリート東大阪】 月・水・金曜
午前 時 午後５時 （ ）
就職にお困りの方の雇用・就労相談
働く意欲があるのに、さまざまな要因
により就職が困難な方の相談に応じま
す。職業紹介・あっ旋は行いません。
【就労支援センター】 永和 （
） 意岐部 （ ）
長瀬 （ ） ※いずれも月
金曜の午前９時 午後４時
よ み か き
よみかきに不自由している方の相談に
応じます。月 金曜午前９時 午後５時

中 小 企 業

パート・労働問題の相談

就職にお困りの方の雇用・就労相談

よ み か き

分 （ ） （社会教育課）
女性のための相談
【男女共同参画センター】 面接相
談（予約制） 火・水・土曜（５週目は
なし）午前 時 正午、午後１時 ４時、
第４火曜午後６時 ９時 （ ）
電話相談 火 日曜午前 時 午後４
時、金曜午後６時 ９時 （ ）
教育・子育て相談など
【教育相談・教育センター内】 月

金・第１土曜（１・５・ 月は第２土曜）
午前９時 午後５時 分で、予約制
（ ）
【子どもの悩み相談（保護者・市民専

用）】 月 土曜午前９時 午後９時（土
曜は午後５時まで） （ ）
【いじめ・悩み 番（子ども専用）】
月 土曜午前９時 午後９時（土曜は午
後５時まで） （ ）
【すこやかテレホン】 月・火・木
・金曜午後５時 ８時 日曜、祝日午
前９時 午後５時 （ ）
【鴻池・長瀬・荒本子育て支援センタ

ー】 来所相談 月曜（鴻池）、水曜（長

女性のための相談

教育・子育て相談など

瀬）、木曜（荒本）午前９時 分 午後 時
（予約制） 電話相談 月 土曜午前
時 分 午後 時 （ ） （鴻池）、
（ ） （長瀬）、（ ） （荒本）
【子育て相談ダイヤル（休日・夜間専

用）】 （ ） 平日 午後
５時 分 翌日午前９時 土・日曜、
祝日 時間
消 費 生 活
月 金曜午前９時 分 午後５時（電
話相談は午後４時までで、来所時は事前
に電話を） （ ） （消費生活
センター）
交 通 事 故
月・火・水・金曜午前 時 午後４時

（予約制） （ ） （交通対策室）
医 療
【地域健康企画課】 医療機関利用の
ための相談に応じます。 月 金曜午前
時 午後４時 （ ）
【市立総合病院産婦人科】 女性の健

康上の悩みに応じます。 毎週水曜午後
１時 ４時 分（１人 分以内）で予約
制 （ ）

消 費 生 活

交 通 事 故

医 療

※いずれも無料。祝日・休日は
行いません（すこやかテレホン、
子育て相談ダイヤルを除く）。

※いずれも無料。祝日・休日は
行いません（すこやかテレホン、
子育て相談ダイヤルを除く）。

定 例 相 談定 例 相 談

償却資産の申告

期限は来年１月 日

毎年１月１日現在に、市内で事業のた
めに使用することができる資産（土地・
家屋以外）を所有する法人または個人は、
期限までに償却資産の申告をしてくださ
い。 申告期限 来年１月 日
■問合先 固定資産税課 （ ）
、 （ ）

納期限は 月 日
固定資産税・都市計画税第３期分

固定資産税・都市計画税第３期分の納
期限は 月 日 です。納期限までに市
税取扱金融機関または郵便局で納めてく
ださい。口座振替利用の方は、振替不能
にならないように残高を確認してくださ
い。
なお、納付書を紛失した場合は再発行

しますので連絡してください。
■問合先 納税課 郵便番号が

の方 （ ） １ 郵便番号
が の方 （ ） 郵便番号
が の方 （ ） 、 （ ）

動物は愛情をもって飼いましょう

動物との生活は楽しいものですが、飼
い主は、他人に迷惑をかけないよう、家
族の一員として一生愛情をもって育てま
しょう。また、不幸な命を増やさないた
めに不妊・去勢手術を考え、どうしても
飼えない場合は新しい飼い主を探してく
ださい。
【年末の犬の捕獲受付】
年内の犬の捕獲受付と、どうしても飼

えなくなった犬・猫の引取期限は次のと
おりです。 捕獲受付期限 月 日
引取期限 月 日

◇ ◇
■問合先 動物指導センター

（ ） 、 （ ）

定例議会を開催中

平成 年第４回定例議会は、 月７日
から 日 までの日程で開催していま
す。おもな日程は次のとおりです。 本
会議のとき・内容 月 日 代表
質問 日 個人質問 日
採決 ※開会は午前 時です。日程は変
わる場合もありますので、事前にお問い
合わせください。委員会も傍聴できます。
【 年版市議会手帳を販売】
年版市議会手帳を 月 日 、

日 、 日 に議会事務局と行政サービ
スセンターで販売します。 価格 １冊
円 ※部数に限りがあります。
◇ ◇

■問合先 議会事務局 （ ） 、
（ ）

正しく使いましょう

住宅用洗浄剤

住宅用洗浄剤は正しく使用しないと健
康を害する場合があります。これからの
季節は、大掃除などで使う機会が多くな
ります。使用するときは、必ず次のこと
を守りましょう。
住宅用洗浄剤は酸性タイプと塩素系タ
イプの製品があり、混ぜると有毒ガスが
発生し、たいへん危険です。注意書きや
絵表示をよく読み、メガネ、手袋、マス
クをし、換気のうえ適正量を使用しまし
ょう。
また、幼児の手の届かない場所に保管
してください。
■問合先 環境薬務課 （ ） 、
（ ）

もうかりメッセ東大阪 東京

出展企業を募集

来年５月 日 、 日 に東京ビッグ
サイトで行う もうかりメッセ東大阪
に出展する企業を募集します。
情報の発信源・東京で“モノづくりの
まち東大阪”のユニークな製品・技術を
一堂に展示します。全国に向けて技術力
・開発力・創造力の高さをアピールしま
せんか。 費用 １小間 円 申込
期限 来年１月 日 （申込先着順）
※原則として、東大阪市内に所在する事
業所または東大阪商工会議所会員で、製
品・部品などを展示・試販できること。
■申込・問合先 東大阪商工会議所
（ ） 、 （ ）

自由の森なるかわ

夏期（７・８月）利用申込

夏期のキャンプ場利用申込みを受け付
けます。
【団体（ 人以上）】
７・８月に団体で利用（１団体１件）

を希望される場合は、申込用紙が必要で
す。利用できない日程がありますので、
ご確認ください。 申込方法 申込用紙
を電話で請求のうえ、必要事項（第３希
望まで）を書いて、来年１月 日 （消
印有効）までに郵送 ※複数の団体から
の希望で調整がつかない場合は抽選。
抽選のとき 来年１月 日 午前 時
から ところ 社会教育センター
【一般（家族・小グループ）】
７・８月の申込みを受け付けます。

申込方法 来年２月１日 午前９時から
電話で（申込先着順）

◇ ◇
■申込用紙配布・申込・問合先 〒
・ 六万寺町１ 自由の森な

るかわ （ ） 、 （ ）

一般男子９人制

市民バレーボール大会抽選会

とき 来年１月 日 午後７時 分
から（受付は午後７時から） ところ
市民会館第２会議室 対象 市内在住、
在勤の方（学生を除く） 費用 １チー
ム 円 ※電話や代理の抽選はでき
ません。大会は東体育館で１月 日 午
前９時から行います。
■問合先 バレーボール協会 松澤
（ ） 青少年スポーツ室
（ ） 、 （ ）

平成 年からスタート

裁判員制度

平成 年から始まる裁判員制度が、よ
くわかる映画 裁判員 を上映します。
また、裁判官が裁判員制度について解説
も行います。 とき 来年２月９日
午後１時 分 ４時 ところ 府立中央
図書館 定員 人（申込先着順）
■申込・問合先 大阪地方裁判所刑事

訟廷事務室 （ ） 、 （ ）

パブリック
コメント

食は、私たち人間が生きていくうえ
で欠かすことのできないものです。し
かし、近年は食に対する意識の低下な
どの問題が生じ、生活習慣病の増加な
どが引き起こされています。
平成 年７月、国は食育についての
基本理念を明らかにし、 食育基本法
を施行。本市においても、地域の特性
をいかした食育推進計画を定め、計画
的に推進することが求められていま
す。
市では 食育推進計画策定のための
懇話会 を設置し、このほど行われた
懇話会で 東大阪市食育推進計画（仮
称） の素案がまとまりましたので意
見を募集します。
計画案は、 月 日 から保健所健
康づくり課、市政情報相談課（土・日
曜日、祝日および 月 日 来年１

月６日 を除く午前９時 午後５時
分）、市ホームページの パブリック
コメント（意見募集）手続き でご覧
になれます。 募集期間 月 日
来年１月 日 （必着）
意見を提出できる方 市内在住、在

勤、在学の方、または市内に事業所を
有する事業者・法人・その他団体 意
見の提出方法 住所、氏名（団体は名
称・所在地・代表者名）、電話番号を
書いて、郵送（ファクス、 メール、
閲覧場所への直接持参も可） ※書式
は問いませんが、閲覧場所に意見書の
ひな形を用意しています。
■意見提出・問合先 〒 岩
田町４ ３ 保健所健康づくり
課 （ ） 、 （ ） 、
メール ＠

※年末年始の定例相談は実施日が異なりますので、各機関に問い合わせてください。
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介護予防活動ボランティア

養 成 講 座

とき・ところ 来年１月 日 ３月
日の毎週月曜日（２月 日祝を除く）
午前 時 時 分 五条老人センター
来年１月 日 ３月 日の毎週月曜日

（２月 日祝を除く） 午後２時 ３時
分 高齢者サービスセンター 来年１
月 日 ３月 日の土曜日 午前 時
時 分 高井田老人センター ※いず
れも計 日間で、９日目、 日目の日程
は未定。 内容 転倒予防トレーニング
を中心とした講義と実技 対象・定員
おおむね 歳以上で、老人センターなど
で活動に参加できる方・各 人（申込先
着順） 申込方法 月 日 から各セ
ンターへ電話または直接（ファクスは不可）
■申込・問合先 五条老人センター
（ ） 、 （ ）

高齢者サービスセンター （ ） 、
（ ） 高井田老人センタ

ー （ ） 、 （ ）

障害者のための教室

【ボウリング教室】
とき 来年１ ３月の第２水曜日
午後１時 ２時 来年１ ３月の第４
水曜日 午後６時 ７時 ※いずれも計
３日間。 ところ ボウリングスペース
ヒット 定員 各 人（抽選）
【軽スポーツ教室】
とき 来年１ ３月の第１・３水曜日

午後１時 ２時 分（１月２日 を除く
計５日間） ところ 総合福祉センター
定員 人（抽選）
【身体障害者のための絵手紙教室】
とき 来年１月 日 、２月１日 、
日 、３月７日 午前 時 正午（計
４日間） ところ 高井田障害者センタ
ー 定員 人（抽選） ※材料費が必要。

◇ ◇
申込方法 月 日 までに電話また
はファクスで
■申込・問合先 高井田障害者センタ

ー （ ） 、 （ ）

やさしい中国語入門講座

初心者が対象です。 とき 来年１月
日 、 日 、２月５日 、 日 、
３月４日 、 日 午後６時 分 ７
時 分（計６日間） 定員 人（抽選）
費用 円（教材費含む） 申込方
法 来年１月８日 までに電話で
■ところ・申込・問合先 ユトリート
東大阪 （ ） 、 （ ）

全国高校ラグビー大会

ラグビーグッズの展示即売

全国高校ラグビ
ー大会期間中、地
域の特産品となる
ラグビーグッズを
開発する東大阪ラ
グビーグッズ創生
クラブが ラグビ
ーグッズ展 を開
きます。
ラグビーボール型のお菓子や出場校ジ
ャージキーホルダーなどのグッズを展示
即売しますので、大会と合わせてお楽し
みください。 とき 月 日 、 日
、 日 、来年 月 日 、 日 、 日
、 日 （全国高校ラグビー大会開催
日） ところ 近鉄花園ラグビー場の正
面入口前
■問合先 東大阪商工会議所企画調
査部 （ ） 政策推進室
（ ） 、 （ ）

もちつきにチャレンジ

かつては各家庭でも行われていた年末
恒例のもちつきをします。会所のかまど
でもち米を蒸し、臼と杵でもちをつきま
す。 とき 月 日 午前 時から
定員 親子 組（申込先着順） ※入館
料（大人 円）が必要です。 申込方
法 月９日 午前 時から電話または
ホームページ（

）で
■ところ・申込・問合先 鴻池新田会

所 （ ） 、 （ ）

グリーンガーデンひらおか

正 月 の 催 し

【百人一首かるたの展示】
大阪樟蔭女子大学の学生が作った 百
人一首かるた を展示します。 とき
来年１月５日 日 午前９時 午
後９時
【百人一首のおはなしと解説】
とき 来年１月 日 午前 時から

講師 大阪樟蔭女子大学教授 北村英子
さん 定員 人（抽選） 費用
円 申込期限 来年１月６日
【正月凧 六角凧づくり】
とき 来年１月 日 午前 時から
講師 大阪たこの会 谷忠夫さん 定員
人（抽選） 費用 円 申込期限

来年１月 日
◇ ◇

申込方法 各申込期限までに電話また
はファクスで
■ところ・申込・問合先 グリーンガ

ーデンひらおか （ ） 、
（ ）

くすのき歌声喫茶

なつかしのメロディーをみんなで歌い
ます。 とき 来年１月 日 午後２
時 ４時 分 定員 人（抽選）
費用 円 申込方法 往復ハガキに
行事名、住所、氏名、電話番号を書いて、
月 日 （必着）までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒

岩田町４ ３ くすのきプラザ
（若江岩田駅前） （ ） （ 兼用）

ドリーム

お正月凧
たこ

あげ大会

全国高校ラグビー大会の決勝戦に合わ
せて、凧あげ大会を行います。家族そろ
って、ぜひ参加してください。 とき
来年１月７日 午後２時 ３時 分
ところ トライスタジアム（花園中央公
園多目的球技広場） ※凧あげ体験コー
ナーもあります（凧の持参も可）。当日
ドリーム は休館。
【年末年始の休館のお知らせ】
月 日 から来年１月５日 まで休

館します。なお、年始は１月６日 より
開館します。

◇ ◇
■問合先 ドリーム （ ） 、
（ ）

イコーラムの催し

【ビデオな１日】
病気の母親の代わりに働く男の子を助

けようと、奮闘する女の子を描いた 点
子ちゃんとアントン（日本語吹替え・字
幕、副音声あり） を上映します。あな
ただけの時間を過ごしませんか。 とき
来年１月９日 午後７時から 定員
人（当日先着順）
【女性のためのほっとスペース わた
しの部屋】
心の中のモヤモヤを出会いの中で語り

合いませんか。 とき 来年１ ３月の
第２・４金曜日 午前 時 正午 対象
・定員 市内在住、在勤、在学の女性・
各８人（申込先着順）

◇ ◇
※１歳６か月 就学前幼児の保育あり

（１人 円で要予約・定員８人）。
■ところ・申込・問合先 イコーラム

（男女共同参画センター） （ ）
、 （ ）

出張就業相談

母子家庭の母および寡婦を対象に、就
職・転職などについて専門の相談員が出
張相談を行います（要予約）。 とき
来年１月 日 午後１時 ５時 とこ
ろ イコーラム（男女共同参画センター）
※１歳６か月 就学前幼児の保育あり
（有料で来年１月８日 までに要予約・
定員あり）。
■予約・問合先 母子家庭等就業・自

立支援センター （ ） 、
（ ）
■問合先 こども家庭課 （ ）
、 （ ）

３年ほど前は 消費料金未納 など
と書かれたハガキが突然送られてき
て、連絡を取らせる架空請求が多数あ
りました。ここ数年は減少傾向にあり
ましたが、最近、封書で架空の弁護士
名での請求が出回っています。
今回は 通信販売で購入された商品

代金が未納である。提訴するから連絡
するように などと書かれています。
事実ではないので、絶対連絡を取らな
いでください。

あなたが選ばれた アンケート
に注意！ 緊急度レベル★★★☆☆

インターネットで知り合った男性
からイベントに誘われ、ダイヤのネッ
クレス購入の契約をさせられた 街
で肌の診断アンケートに答え住所や氏

名を書いたところ、自宅に エステの
無料券が当たった と電話があり、店
に出向くと高額なエステの契約をさせ
られた という相談が寄せられました。
目的を告げずに呼び出し、勧誘して
契約させることを アポイントメント
セールス と言います。典型的な方法
は あなただけ特別に選ばれた ア
ンケートに答えて と販売目的を隠し、
事務所やホテルなどに呼び出して契約
させるものです。
若い人がターゲットになりやすく、
以前は電話で呼び出されることが主流
でしたが、最近は出会い系サイトなど
で知り合った人に呼び出され、契約し
てしまうという相談が増えています。
このような契約の場合、契約書を受
け取ってから８日間はクーリング・オ

フ（無条件解約）ができますが、被害
にあわないため次のこと注意してくだ
さい。

本当の目的は何なのかという疑問
をもつ 簡単に会う約束をしない
自分にとって必要な契約かどうかよ

く考える
万が一、契約してしまった場合でも

一人で悩まず消費生活センターに相談
してください。

センターでの相談

事前に連絡を

適切な相談を行うためには、契約や
製品についての書類が必要になること
があります。
スムーズに相談を進めるためにも、

センターに来られるときは事前に連絡
のうえ、相談員に必要な書類などにつ
いてお尋ねください。

◇ ◇
■相談・問合先 消費生活センター
（ ） 、 （ ）

架空の弁護士名で請求
緊急度レベル★★★★☆

くらしの
緊急情報

最低賃金制度とは、国が賃金の最低
額を定め、使用者はその金額以上の賃
金を労働者に支払わなければならない
制度です。府内すべての労働者が対象
の 大阪府最低賃金 と、特定の産業
の労働者が対象の 産業別最低賃金
があり、それぞれ原則として臨時・パ
ートタイマー・アルバイトなどを含む
すべての労働者に適用されます。
■問合先 大阪労働局賃金課

（ ） 、 （ ）

最 低 賃 金 制 度
件 名 時間額

大阪府最低賃金 円

産
業
別
最
低
賃
金

塗 料 製 造 業 円
電気機械器具製造
関 連 産 業 円

機械・金属製品
製 造 関 連 産 業 円

鉄 鋼 業 円
非 鉄 金 属 製 造
関 連 産 業 円

自動車・同附属品
製 造 業 円

各種商品小売業 円
自 動 車 小 売 業 円

件 名 時間額

たこ
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アルコールの飲み方チェックシート

※日本酒１合 ビール１杯（ ）、グラスワイン
小２杯（ ）、ウイスキーダブル１杯（ ）、チュ
ーハイ１缶（ ）、焼酎コップ半杯（ ）

０点 １点 ２点 ３点 ４点

アルコールを飲む頻度は 飲まない
１か月に
１回以下

１か月に
２ ４回

１週間に
２ ３回

１週間に
４回以上

飲酒するとき飲む量の平均は
日本酒１合
（※）以下

日本酒
２合程度

日本酒
３合程度

日本酒
４合程度

日本酒
５合以上

一度に日本酒を３合以上飲む
頻度は

ない
１か月に
１回未満

１か月に１回
１週間に
１回

毎日または
ほとんど毎日

過去１年間に飲み始めると止
められなかったことは

ない
１か月に
１回未満

１か月に１回
１週間に
１回

毎日または
ほとんど毎日

過去１年間に普通はできるこ
とが酒のためできなかったこと
は

ない
１か月に
１回未満

１か月に１回
１週間に
１回

毎日または
ほとんど毎日

過去１年間に深酒の後体調を
整えるために、朝迎え酒をした
ことは

ない
１か月に
１回未満

１か月に１回
１週間に
１回

毎日または
ほとんど毎日

過去１年間に飲酒の後罪悪感
や自責の念にかられたことは

ない
１か月に
１回未満

１か月に１回
１週間に
１回

毎日または
ほとんど毎日

過去１年間に飲酒のため前後
のできごとを思い出せなかった
ことは

ない
１か月に
１回未満

１か月に１回
１週間に
１回

毎日または
ほとんど毎日

飲酒のためにあなた自身やほ
かのだれかがケガをしたことは

ない
あるが、過去
１年間はない

過去１年間に
あった

親族、友人、医師などが、飲
酒を心配したり、飲酒量を減ら
すように勧めたりしたことは

ない
あるが、過去
１年間はない

過去１年間に
あった

０点 １点 ２点 ３点 ４点

アルコールを飲む頻度は 飲まない
１か月に
１回以下

１か月に
２ ４回

１週間に
２ ３回

１週間に
４回以上

飲酒するとき飲む量の平均は
日本酒１合
（※）以下

日本酒
２合程度

日本酒
３合程度

日本酒
４合程度

日本酒
５合以上

一度に日本酒を３合以上飲む
頻度は

ない
１か月に
１回未満

１か月に１回
１週間に
１回

毎日または
ほとんど毎日

過去１年間に飲み始めると止
められなかったことは

ない
１か月に
１回未満

１か月に１回
１週間に
１回

毎日または
ほとんど毎日

過去１年間に普通はできるこ
とが酒のためできなかったこと
は

ない
１か月に
１回未満

１か月に１回
１週間に
１回

毎日または
ほとんど毎日

過去１年間に深酒の後体調を
整えるために、朝迎え酒をした
ことは

ない
１か月に
１回未満

１か月に１回
１週間に
１回

毎日または
ほとんど毎日

過去１年間に飲酒の後罪悪感
や自責の念にかられたことは

ない
１か月に
１回未満

１か月に１回
１週間に
１回

毎日または
ほとんど毎日

過去１年間に飲酒のため前後
のできごとを思い出せなかった
ことは

ない
１か月に
１回未満

１か月に１回
１週間に
１回

毎日または
ほとんど毎日

飲酒のためにあなた自身やほ
かのだれかがケガをしたことは

ない
あるが、過去
１年間はない

過去１年間に
あった

親族、友人、医師などが、飲
酒を心配したり、飲酒量を減ら
すように勧めたりしたことは

ない
あるが、過去
１年間はない

過去１年間に
あった

合計 点合計 点

本
市
は
、
こ
の
ほ
ど
大
阪
府

の

第
二
種
産
業
集
積
促
進
地

域

の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
指
定
に
よ
っ
て
、
市
内

の
工
業
地
域
・
工
業
専
用
地
域

の
九
地
域
（
地
図
）
が
対
象
と

な
り
、
地
域
内
で
工
場
立
地
す

る
製
造
業
の
方
で
、

東
大
阪

市
モ
ノ
づ
く
り
立
地
促
進
補
助

金
制
度

の
補
助
対
象
に
該
当

す
る
場
合
は
、
新
た
に
府
の
企

業
立
地
制
度
が
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

今
年
４
月
、
府
は
、
既
存
の

工
業
集
積
の
維
持
・
促
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
に

第
二
種
産

業
集
積
促
進
地
域

制
度
を
創

設
し
ま
し
た
。

指
定
さ
れ
た
地
域
で
は
、
工

場
な
ど
の
家
屋
や
そ
の
敷
地
と

な
る
土
地
の
取
得
に
か
か
る
不

動
産
取
得
税
を
軽
減
す
る

産

業
集
積
促
進
税
制
（
不
動
産
取

得
税
の
軽
減
）

が
受
け
ら
れ

る
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
新
た
に

創
設
さ
れ
た
工
場
な
ど
の
新
築

や
増
改
築
の
投
資
を
促
進
す
る

府
内
中
小
企
業
等
投
資
促
進

補
助
金

の
補
助
対
象
地
域
と

な
り
、
家
屋
お
よ
び
償
却
資
産

（
機
械
設
備
な
ど
）
の
取
得
に

か
か
る
経
費
の
一
部
が
補
助
さ

れ
ま
す
。

お
酒
の
飲
み
過
ぎ
は
良
く
な

い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
自
分

だ
け
は
大
丈
夫
と
過
信
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
年
末
年
始
の
お
酒

を
飲
む
機
会
が
多
く
な
る
前

に
、
お
酒
と
の
付
き
合
い
方
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
方
チ
ェ

ッ
ク
の
合
計
点
が
八
点
以
上
の

方
は
危
険
な
飲
み
方
で
す
。

こ
の
ま
ま
飲
み
続
け
る
と
脳

の
損
傷
、
身
体
的
依
存
、
肝
障

害
、
記
憶
力
の
低
下
な
ど
の
害

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
飲
み

方
を
適
正
飲
酒
の
範
囲
内
に
変

え
る
と
危
険
を
避
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

適
正
飲
酒

男
性

一
日
に
、
日
本
酒
な

ら
一
合
（
日
本
酒
以
外
を
飲
む

場
合
は
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
下
の

※
を
参
照
）。
女
性
や
高
齢
者

は
そ
の
半
分
。
飲
酒
し
な
い
日

を
週
に
二
日
つ
く
る
。
飲
め
な

い
体
質
の
人
は
、
少
し
の
飲
酒

で
も
有
害
で
す
。

◇
問
合
先

東
・
中
・
西

保
健
セ
ン
タ
ー
（
東

０
７
２

・
９
８
２
・
２
６
０
３
、

０
７
２
・
９
８
６
・
２
１
３
５

中

０
７
２
・
９
６
５
・
６
４

１
１
、

０
７
２
・
９
６
６
・

６
５
２
７

西

０
６
・
６
７

８
８
・
０
０
８
５
、

０
６
・

６
７
８
８
・
２
９
１
６
）

健
康
づ
く
り
課

０
７
２
（
９

６
０
）
３
８
０
２
、

０
７
２

（
９
６
０
）
３
８
０
９

ま
す
の
で
、
参
加
・
出
展
を

希
望
す
る
団
体
は
、
ぜ
ひ
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
い
っ
し
ょ
に
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

◇
出
展

パ
ネ
ル
展
示

◇
募
集
数

十
団
体
程
度

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
団
体

が
一
堂
に
集
ま
り
、
来
年
２

月

日

に
夢
広
場
（
布
施

駅
前
）
で

ま
ち
づ
く
り
フ

ェ
ス
タ

を
開
催
し
ま
す
。

団
体
の
日
ご
ろ
の
活
動
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

◇
応
募
方
法

応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

月

日

（
必
着
）
ま
で
に

直
接
ま
た
は
郵
送

※
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

◇
応
募
用
紙
配
布
・
応
募

問
合
先

〒

・
８
５
２
１

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
支
援
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
３

５
０
、

０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
１
２

市
民
美
術
セ
ン
タ
ー
開
館

十
年
を
記
念
し
て
、
特
別
展

示

四
季
抄

自
然
の
い
の

ち
を
描
く

林
正
明
展

を

開
催
し
ま
す
。

近
代
日
本
画
の
成
立
に
功

績
を
残
し
た
小
野
竹
喬
さ
ん

を
師
事
し
、
日
展
へ
の
出
品

や
個
展
で
活
躍
す
る
林
正
明

さ
ん
の
風
景
画
な
ど
四
十
六

点
と
小
野
竹
喬
さ
ん
の
十
五

点
を
紹
介
し
ま
す
。

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

書
い
て
、

月

日

（
消

印
有
効
）
ま
で
に
郵
送

ひ
る
さ
が
り

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◇
と
き
・
内
容

月

日

午
後
１
時

分

２
時

分

ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

サ
ン
タ
☆
マ

リ
ア
の
贈
り
物

☆

日

午
後
１
時

分

３

時

音
楽
の
花
束
を
贈
り

ま
す

菱
田

久
美
子
さ
ん
、
東
健
三
さ
ん

（
リ
コ
ー
ダ
ー
の
あ
る
方
は

持
参
）

※
申
込
不
要
。

◇

◇

来
年
１
月
８
日

、
９
日

、

日

、

日

、

日

は
休
館
し
ま
す
。

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

〒

・
０
９
２
４
吉
田

六

七

二
二

市
民
美
術

セ
ン
タ
ー

０
７
２
（
９
６

４
）
１
３
１
３
、

０
７
２

（
９
６
４
）
１
５
９
６

晨
光

（
平
成
８
年
）

ま
た
市
で
は
、
市
内
へ
の
企

業
立
地
の
促
進
と
市
外
へ
の
企

業
移
転
を
防
止
す
る
た
め
、
平

成

年
７
月
に

東
大
阪
市
モ

ノ
づ
く
り
立
地
促
進
補
助
金
制

度

を
創
設
。
市
内
の
工
業
地

域
・
工
業
専
用
地
域
で
新
た
に

延
床
面
積
千
平
方

以
上
を
活

用
し
て
業
を
営
む
製
造
業
者
な

ど
を
対
象
に
、
固
定
資
産
税
お

よ
び
都
市
計
画
税
の
五
〇

一

〇
〇

を
三
年
間
補
助
し
企
業

立
地
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

制
度
創
設
以
降
こ
れ
ま
で
に

計
十
九
の
企
業
が
補
助
対
象
の

指
定
を
う
け
、
そ
の
う
ち
の
七

社
が
市
外
か
ら
市
内
へ
新
た
に

立
地
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
地
域
指
定
で
、
市
内

放出�
JR学研都市線� 徳庵�

鴻池新田�

近鉄けいはんな線� 石切�

額田�

枚岡�

吉田�荒本�長田�高井田�深江橋�

布施�

近鉄大阪線�

俊徳道�

長瀬�
弥刀�

永和�

小阪�永和�布施� 八戸ノ里� 若江岩田�

若江岩田�花園�東花園�

瓢�山�

国道308号�地下鉄中央線�

第二寝屋川�

長
瀬
川�

お
お
さ
か
東
線�

中
央
環
状
線�

八
尾
枚
方
線�

外
環
状
線�

恩智川�

近鉄奈良線�

稲田新町工業地域地区�

高井田工業地域地区�

柏田西工業地域地区�

岩田工業地域地区�

西岩田工業地域地区�

加納工業地域地区�

加納工業専用地域地区�

新町・宝町工業地域地区�

水走・川田工業地域地区�

吉田� 新石切�

大阪枚岡奈良線�

花園�東花園�

◇
と
き

来
年
１
月

日

２
月
３
日

午
前

時

午
後
５
時

◇
入
場
料

三
百
円

※
中
学
生
以
下
、

歳
以

上
の
方
、
障
害
者
手
帳
な
ど

を
持
参
の
方
は
無
料
。

【
記
念
講
演
会

日
本
画

に
お
け
る
自
然
表
現
】

◇
と
き

来
年
１
月

日

午
後
１
時

分

３
時

◇
講
師

林
正
明
さ
ん
、

笠
岡
市
立
竹
喬
美
術
館
副
館

長

上
薗
四
郎
さ
ん

◇
定
員

八
十
人（
抽
選
）

※
入
場
料
が
必
要
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
（
一
人
一
枚
）
に
講
演
名
、

へ
の
工
場
立
地
を
希
望
す
る
製

造
業
が
増
え
、
さ
ら
な
る
モ
ノ

づ
く
り
企
業
の
集
積
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

◇
問
合
先

モ
ノ
づ
く
り
支

援
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１

７
７
、

０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
４
６

指
定
地
域
の
ひ
と
つ
高
井
田
工
業
地
域
地
区

●


